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１．制御棒駆動機構他断面及び原子炉水位（目安）

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

CRDハウジング

炉心

原子炉圧力容器断面モデル
（原子力安全研修所）

燃料支持金具 炉心支持板

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

CRDハウジング

スタブチューブ

圧力容器下鏡

制御棒駆動機構※

※３号機原子炉格納容器内部調査に
ついて（2017/11/30）（TEPCO） 引用

CRD配管

燃料集合体 548体
制御棒 137本

A部

燃料底部
（BAF）

燃料頂部
（TAF）

A部：CRDハウジング他断面※

（概要）

約４ｍ

約４．５ｍ

炉水流れ
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※上図は、「福島第一原子力発電所 1～3 号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明問題に関する検討第６回進捗報告（
2022 年 11 月 10 日 東京電力ホールディングス株式会社）」から引用（緑線を規制庁が追記）
また、左側の記載は、同進捗報告の「添付資料３－９」より引用

原子炉水位挙動について、東京電力の報
告書では、3月13日4時～14時の実測値

に基づいて、原子炉水位の挙動を推定し
た。 その結果、３号機では 9 時頃の原子
炉減圧より前に、原子炉水位はすでに
BAF付近まで低下しており、原子炉減圧
に伴う減圧沸騰によって水位はさら に低

下し、以降、消防車やディーゼル駆動消火
ポンプによる注水がなされた ものの、この

期間において水位を炉心部まで回復させ
るには至らなかったも のと推定した。また、

１号機や２号機と同様に、水位計指示値
は実水位より も高めに表示されていたと
推定した。

２．３号機原子炉水位について

解析上の炉心損傷開始時間が、３月１３日

５時１０分であるため、同９時の時点でどの
程度、炉心溶融が進行しているのかが重要
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燃料支持金具 炉心支持板

CRDハウジング

スタブチューブ

圧力容器下鏡

CRDハウジング他断面（概要）

CRD配管

炉心支持板

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

燃料支持金具
燃料集合体

B部

B部詳細
沸騰水型炉（BWR）の燃料集合体の構造
（資源エネルギー庁公益事業部（編）より引用）

炉水流れ

CRD冷却水

３．制御棒駆動機構内の水の流れ及び燃料集合体の構造
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燃料支持金具
炉心支持板

CRDハウジング

スタブチューブ

圧力容器下鏡

CRD配管

CRD冷却水

４．制御棒駆動機構内等の冷却水等の状況①

冷却水

スクラム～SBO前
（CRDポンプ機能あり）

燃料支持金具

炉心支持板

CRDハウジング

スタブチューブ

圧力容器下鏡

CRD配管

冷却水

HPCI停止以降（SBO継続中）
（原子炉水位低下）
（原子炉圧力上昇）

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

燃料支持金具

CRD配管

冷却材

冷却水

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

原子炉減圧
（減圧沸騰）

CRDハウジング

スタブチューブ

炉心支持板

冷却材

炉心支持板

燃料支持金具

CRD配管

冷却材

炉心損傷以降

（制御棒案内管等溶融燃料
落下、HCUピストン下降）

CRDハウジング

スタブチューブ

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

圧力容器下鏡

圧力容器下鏡

溶融燃料等

溶融燃料等
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４．制御棒駆動機構内等の冷却水等の状況②

炉心支持板
燃料支持金具

CRD配管

冷却材

冷却水

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

CRDハウジング

スタブチューブ

炉心支持板

燃料支持金具

CRD配管

冷却材

CRDハウジング

スタブチューブ

制御棒案内管
（CRガイドチューブ）

圧力容器下鏡

圧力容器下鏡

溶融燃料等

溶融燃料等

RPV内の冷却水が枯渇し、CRD内にのみ冷却材
が残存する状態になる。

そのため、制御棒案内管の上部に設置されている
燃料集合体の影響（炉心損傷による溶融物の移
行）を受ける可能性が高い。

制御棒駆動機構は、上図に示すように各HCUに接

続しているため、炉心損傷が生じた燃料集合体の
分布とHCUの汚染範囲との間には関連性が存在す
る可能性が高い。

原子炉減圧
（減圧沸騰）

炉心損傷以降

（制御棒案内管等溶融燃料
落下、HCUピストン下降）



8※左記写真は、第５５事故分析検討会資料１から引用

５．３号マイクロドローン調査結果から得られる考察

CRガイドチューブ（制御棒案内管）の内部

及び、端部と推定される箇所に付着物を
確認。また、損傷している箇所も確認
（左記写真参考）

燃料集合体の燃料損傷から燃料溶融へ
て、一部の溶融燃料を含む溶融物が、CR
ガイドチューブ（制御棒案内管）の内部に
堆積。
制御棒駆動機構を経て、HCU系統に汚染
が広がった可能性を推察（CRDポンプ機
能喪失後、RPVの圧力に連動し、流入）

落下している制御棒案内管の向き、付着
物の状況から破損メカニズムの更なる解
明を今後進める必要がある。
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RPVの空間形状※

HCU汚染箇所のロケーション図
（参考４０ページ参照）

※３号機ＰＣＶ内部気中部調査（マイクロドローン調査
について（東京電力）2026年8月27日より引用

HCU高汚染箇所とRPV底部の開口部を比較した結果として、
180°から２７０°の高汚染箇所と破断箇所が類似していると考
える。

0°

90°

180°

270°

N
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南側ユニッ
ト

北側ユニット

CRD（HCU）配管

ドローン侵入経路

0°

90°

180°

270° ※３号機ＰＣＶ内部気中部調査（マイクロドローン調査
について（東京電力）2026年8月27日より引用

ペデスタル壁の一部欠損箇所※

東京電力が実施した線量測定結果等からの考察
（参考 P４２）

ペデスタル欠けの確認された箇所は、ＣＲＤ（ＨＣＵ）配管の損
傷が確認された箇所の真下。

また、確認された※ペデスタル外における線量率について「東
側が最も高い」という結果についても、ＲＰＶからＣＲＤ（ＨＣＵ）
系統へ内包水の移行である可能性を推定
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①CRD系統
構成

６．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）汚染メカニズム検討（１／２）

通常運転中

CRD

原子炉格納容器

N2H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

CRD

原子炉格納容器

スクラム時

N2
H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

HCU

HCU

１０２

１０１

１０１

１０２

１０４

１０４

１２６

１２６

１２７

１２７

１１３

１１３

１１２

１１２

１０５

１０５

１０３

１０３

１２２

１２２

１２３

１２３

１２１

１２１

１２０

１２０

※CRDを冷却
排水は、炉内へ

※スクラム弁（１２６）
全開によりピストン
がN２圧力により上
昇

１３８

１３８

１１５

１１５

１３７

１３７
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CRD

原子炉格納容器

N2
H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

〇東京電力によるHCU汚染メカニズムの検討の結果、逆止弁から設計漏えいを前提した結果が示された

６．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）汚染メカニズムの解明（２／２）

HCU

１０１

１０２

１０４

１２６

１２７

１１３

１１２

１０５

１０３

１２２

１２３

１２１

１２０

※CRDポンプが機能喪失し

ていることから、充填水は補
給されず

１３８

１３７

１１５

【東京電力が実施した検討結果】
・RPVの圧力変動と逆止弁のシートパスにより炉水がHCU系統に流入したと推定
・HCU内抱水の分析結果から海水を含む炉水が流入したと推定
・流入メカニズムは、アキュームレータ下部での線源集中やサンプリング量、成分分析結果とも整合
（１F-3 HCU汚染メカニズム検討（2026年6月17日）東京電力ホールディングより抜粋）
[N-ADRES]東京電力福島第一原子力発電所の事故分析に関する面談 令和8年06月17日

※上記系統図は、原子力規制庁作成
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１F-3 HCU汚染メカニズム検討（2026年6月17日）東京電力ホールディングより抜粋

東京電力が実施した検討

逆止弁（１１５弁）
（規制庁撮影（2026年7月5日））

逆止弁（１３８弁）
（規制庁撮影（2026年7月5日））
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１F-3 HCU汚染メカニズム検討（2026年6月17日）東京電力ホールディングより抜粋

東京電力が実施した検討

引抜・挿入用電磁弁他
（規制庁撮影（2026年7月5日））
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１F-3 HCU汚染メカニズム検討（2026年6月17日）東京電力ホールディングより抜粋

東京電力が実施した検討

HCUアキュームレータ及びN２ボンベ
規制庁撮影（10月23日）
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「第５回東京電力福島第一原子力発電所事故に関する知見の規制への取り入れに関する作業チーム事業者
聴取会合」資料（抜粋）（２０２３年１１月１日）【ATENA実施】

逆止弁からの設計漏えいにより汚染の
拡大が、新たな知見として想定する必
要がある。
CRDポンプまでの汚染拡大等の可能
性を踏まえた検討が必要。

原子炉補機冷却系統（以下「RCW1」とい

う。）の汚染に関する調査・分析から得ら
れ た知見（以下「RCW汚染に関する知

見」という。）について、対応を実施し、令
和６年６月５日の第１３回原子力規制委員
会で了承を得る。

その中で、左記（制御棒駆動系挿入引抜
配管）の調査結果の前提は、逆止弁の閉
止機能により、バウンダリを構成。
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７．３号原子炉格納容器水位（2021年２月25日）等

※福島第一・1号機および3号機 原子炉格納容器における水位低下について（2021年２月25日）より引用

※福島第一・1号機および3号機 原子炉格納容器における水位低下について（2021年２月25日より引用

※１F事故分析検討会（第４９回）資料５に原子力規制庁が追記

原子炉格納容器水位

事故後の原子炉格納
容器の水位は、HCU
配管（CRD引抜き配

管）の水平部の上部。
左図参照）で推移

HCU配管の水没

部が損傷していた
場合、ピストンの
下降等により、格
納容器内の水が
移行する可能性
あり
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８．まとめ

１）原子炉水位挙動について、東京電力の報告書※では、「3月13日4時～14時の実測値に基づいて、原子炉水
位の挙動を推定した。 その結果、３号機では 9 時頃の原子炉減圧より前に、原子炉水位はすでに BAF付
近まで低下しており、原子炉減圧に伴う減圧沸騰によって水位はさら に低下し、以降、消防車やディーゼル
駆動消火ポンプによる注水がなされたものの、この期間において水位を炉心部まで回復させるには至ら
なかったも のと推定した。」と報告されている。

２）３月１３日９時頃の原子炉減圧の伴う減圧沸騰状態から消防車による注水が開始されるまで約３０分要してい
ることから、炉内は非常に過酷な状況であったと推定（冷却材の枯渇状態）

３）燃料集合体、制御棒案内管、制御棒駆動機構、HCU配管（CRD挿入配管）の構成及び事故当時の冷却水の
流れから損傷した燃料等の影響を受けた放射線物質を含む炉水が流入したと想定され、その結果、HCU
ユニットが高線量となった可能性を引き続き確認した。

４）３）の検討結果を踏まえると、炉心損傷が生じた燃料集合体の分布とHCUの汚染範囲との間には関連性が
存在する可能性がある。すなわち、損傷燃料の分布状況が、HCU系統における放射性物質の移行及び汚染
範囲に反映されている可能性が高いと考えられる。

５）３）の前提として、系統を構成する逆止弁からの設計漏えいの可能性が示されており、その前提に立った、SA
時における逆止弁からの設計漏えいを考慮した系統隔離や汚染拡大防止対策の検討が必要。（１F事故分
析の知見反映として）

６）制御棒案内管の落下した向き、付着物の状況を調査することで、破損メカニズムの推定を更に高める
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【参考】
東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析
に係る検討会 第５５回会合 資料２
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３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に
係る調査状況（続報）

2026年6月5日

原子力規制庁

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室

宮本 健治

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第５５回会合

資料３
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１．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況との比較（１／２）

南側ユニッ
ト

北側ユニット

CRD（HCU）配管

東京電力が実施した線量測定結果等からの考察
（参考 P４２）

※「福島第一原子力発電所３号機PCV内部気中部調査（マイクロドローン調査）の完了について」より引用。
原子力規制庁により角度線を追記

東京電力が実施した３号機PCV内部気中調査結果

ドローン侵入経路

0°

90°

180°

270°

0°

90°

180°

270°
※3号機PCV内部気中部調
査(マイクロドローン調査)に
ついて（東京電力）

【廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合／事務局会議
（第148回）】資料３-３より引
用

CRD（HCU）配管損
傷箇所
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ペデスタル

CRDハウジングサ
ポート（水平ビーム）

原子炉圧力容器

CRD（HCU）配管

0°

90°

180°

270°

ドローン侵入経路

圧力容器下鏡
及びＣＲＤハウジングサポート
損傷箇所

●圧力容器下鏡及びＣＲＤハウジングサポート
の損傷に伴い、その下部に敷設されているＨＣ
Ｕ配管も損傷に至ったと推定。
（単独事象として、HCU配管の損傷が発生した
可能性もあり）

１．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況との比較（２／２）

※3号機PCV内部気中部調
査(マイクロドローン調査)に
ついて（東京電力）

【廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合／事務局会議
（第148回）】資料３-３より引
用

CRDハウジングサ
ポート（水平ビーム）

CRD（HCU）配管損
傷箇所

CRDハウジングサ
ポート（水平ビーム）
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２．比較した結果から得られた考察等

１）東京電力が実施した３号機PCV内部気中調査（マイクロドローン調査）において確認されたペデスタル内部の調査結果
の内、原子炉圧力容器下部に設置されているCRDに接続されているHCU配管に損傷が確認された。

２）HCU配管の損傷は、数本ではなく、数十本におよぶことから、損傷した箇所から放射線物質が流入したと想定され、
その結果、HCUユニットが高線量となった可能性がある。

３）HCUユニットの線量測定結果とドローン調査で確認された損傷の範囲の傾向は類似している。

●原子炉圧力容器の損傷の範囲や程度を図る上で、HCU系統への流入の有無やHCUユニットの汚染状況を

把握することは重要なポイントになる可能性がある

※なお、本件の知見反映として、原子炉格納容器からの放射性物質の漏えい防止として、スクラムスイッチの
取り扱い（リセットのタイミング）、CRDポンプ等の活用によるHCUへの流入防止対策の検討が必要だと考える。
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３．その他これまでの調査状況

図１ ３号機の炉心・格納容器の状況推定図
※未確認・未解明事項の調査・検討結果報告（第６回）（東京電力）より
原子力規制庁によるHCU等追記

５号機における調査状況（３号機と同型プラント）（１／２）

CRD（HCU）配管等（ペデスタル上部）を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

CRDハウジング等（ペデスタル上部）を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

CRD（HCU）配管等（ペデスタル上部）を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

CRDハウジング等（ペデスタル上部）を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

赤破線の箇所が写真撮影箇所
を示す（５号機）
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３．その他これまでの調査状況

５号機における調査状況（３号機と同型プラント）（２／２）

CRDハウジング下部を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

CRDハウジング下部及びCRD交換機を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

ペデスタル上部（CRD（HCU）配管を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

X6ペネを撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））

ペデスタル下部（CRD交換機ベース）を撮影
（規制庁撮影（2026年4月9日））
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【参考】
東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析
に係る検討会 第５３回会合 資料４
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３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に
係る調査状況

2026年1月15日

原子力規制庁

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室

宮本 健治

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第５３回会合

資料４
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１．経緯及び調査目的

• これまでの東京電力による調査において、３号機原子炉建屋１階の北・南側の雰囲気線量が高いこと、及
び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（以下、「HCU」という）の線量が高いことが確認されてきた。

• HCUの線量が高い原因としては、事故時に原子炉底部にあるCRD等が損傷したことで、原子炉格納容
器（PCV）内部の放射性物質がHCU系統に移行し、HCUが高線量化したと東京電力の調査では推定さ
れてきた。

• 上記を踏まえ、東京電力において、昨年（2024年）にHCU系統の内包水のサンプリングが実施され、その
結果については、推定されていた通り、事故時に原子炉格納容器内で発生した高線量の水が、HCUの系
統内に滞留している可能性が高いという報告がなされた。（第４９回１F事故分析検討会）

経緯

• HCUは、原子炉圧力容器下部の制御棒駆動機構に接続しており、溶融炉心により損傷した制御棒駆動
機構に対応したHCUの系統水が汚染されていると推定し、各HCU系統の汚染状況等を詳しく調査するこ
とにより、原子炉圧力容器下部の破損範囲の絞り込み等に活用できないかの検討を行う。

調査目的
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２．地震発生前後、津波到達から事故発生までの３号機のプラント挙動について

１号機原子炉建屋内調査
（令和7年1月）
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淡水による注水

全交流電源喪失（海水注⼊）

全交流電源喪失（淡水使⽤）

２．地震発生前後、津波到達から事故発生までの３号機のプラント挙動について（１／２）

〇３号機のプラント挙動（通常運転中～地震～津波到達～）【時系列】

プラント停止通常運転中

▲ １４：４６ 地震発生⇒１４：４７ 原子炉スクラム
主タービン手動トリップ

１４：４８ 非常用D/G自動起動
１４：５４ 原子炉未臨界確認

▲１５：０５ RCIC手動起動 ⇒ １５：２５ RCIC自動停止
（原子炉水位確保の為） （原子炉水位高のため）

▲ １５：２７ 津波第一波到着
１５：３８ 津波第二波到着⇒１５：３８ 全交流電源喪失

※RCIC、HPCIは、直流電源のため動作可能⇒手順書に基づき、不要な負荷の切離を実施

▲１６：０３ RCIC手動起動
（原子炉水位確保の為）

全交流電源喪失（淡水使⽤）

▲１１：３６ RCIC自動停止
（電気式トリップの可能性（排気圧高）

３／１１

３／１２

▲１２：０６ ディーゼル駆動消火ポンプ（DDFP）起動
代替S/Cスプレイ開始

▲１２：３５ HPCI自動起動
（原子炉水位低のため）

３／１３

▲２：４２ HPCI停止
（DDFPによる原子炉代替注水のため）

▲５：０８ DDFP起動 代替S/Cスプレイ開始（７：４３停止）

☆４：１５ TAF到達 ☆９：２０ ベント実施（１回目） ☆１２：３０ ベント実施（２回目）

▲９：２５ 消火ラインから消防車による淡水注入開始⇒１２：２０ 淡水注入停止

▲１３：１２ 消火ラインから消防車に
よる海水注入開始

全交流電源喪失（海水注⼊）

▲１：１０ 消防車による海水注入停止⇒３：２０ 消防車による海水注入開始３／１４ ☆１１：０１ 原子炉建屋で爆発発生⇒１１：０１ 注水停止。注入ライン再構築必要

▲１５：３０ 消防車による海水注入再開

▲１８：０２ 原子炉注水を淡水へ切換え３／２５

●２：４５ SRV開動作せず（DDFPによる注水不可）

５：１０炉心損傷開始（※）

７：１０RPV破損開始（※）

※福島第一原子力発電所事故発生後の詳細な進展メカニズムに関する
未確認・未解明事項の調査・検討結果「第6回進捗報告」について
添付資料３より引用
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１号機原子炉建屋内調査
（令和7年1月）

２．地震発生前後、津波到達から事故発生までの３号機のプラント挙動について（２／２）

１．HCUの動作状況
●３／１１ １４：４７ 原子炉スクラム（HCU作動）

２．原子炉への注水状況
●３／１１ １４：４７～ ３／１３ １２：２０ 淡水注入
●３／１３ １３：１２～ ３／２５ １８：０２ 海水注入
●３／２５ １８：０２～ 淡水注入

３．解析における原子炉の状態（※）
●３／１３ ５：１０ 炉心損傷開始
●３／１４ ７：１０ 原子炉圧力容器（RPV）破損開始

※福島第一原子力発電所事故発生後の詳細な進展メカニズムに関する
未確認・未解明事項の調査・検討結果「第6回進捗報告」について
添付資料３より引用

〇３号機のHCU、原子炉注水及び解析における主要事項

※海水注入期間は、３／１３～２５
解析上では３／１４にRPV破損が開始して

いることから、注入された海水が、何らか
の原因で、HCU系統に流入する可能性は
ある。

ただし、３／２５以降、淡水に切り替えられ
ているものの、残存する海水の影響が発
生しないとは言えない
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３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況
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①CRD系統
構成

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（１／１０）

通常運転中

CRD

原子炉格納容器

N2H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

CRD

原子炉格納容器

スクラム時

N2
H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

HCU

HCU

１０２

１０１

１０１

１０２

１０４

１０４

１２６

１２６

１２７

１２７

１１３

１１３

１１２

１１２

１０５

１０５

１０３

１０３

１２２

１２２

１２３

１２３

１２１

１２１

１２０

１２０

※CRDを冷却
排水は、炉内へ

※スクラム弁（１２６）
全開によりピストン
がN２圧力により上
昇
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炉心損傷以降（推定）

CRD

原子炉格納容器

N2
H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

×

×

【東京電力のサンプリング調査結果より】
●HCUの内包水の分析結果はCs-134,Cs-137,H-3の濃度が高くHCUは
CRDと配管で接続していることを考慮すると、事故時において原子炉底部
にあるCRD等が損傷し、PCV内の放射性物質がHCU系統に移行したと考
えられる。
●またCs137等と比べ揮発し難いSr-90の濃度も高いことから系統配管内
に内包水がある状態で移行したと考えられる。
●流入時期については、海水由来と考えられるCl,Na,Mgの濃度が高いこ

とから、海水注入以降に流入したと考えられる。
※１F事故分析検討会（第４９回）資料５より。左図に損傷されている配管の推定を原子力規制庁が追記

× ×

〇３号機の炉心損傷以降の推定及びHCU系統水のサンプリング結果（東京電力）等

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（２／１０）

HCU

１０１

１０２

１０４

１２６

１２７

１１３

１１２

１０５

１０３

１２２

１２３

１２１

１２０

※CRDポンプが機能喪失し

ていることから、充填水は補
給されず

※原子力規制庁が一部追記（色つけ）
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②５号機における調査状況（３号機と同型プラント）（１／２）

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（３／１０）

図３ CRDハウジングサポート概要図
※原子力規制庁面談資料より
https://www.da.nra.go.jp/view/NRA100001054?contents=NRA1000010
54-002-001#pdf=NRA100001054-002-002

図１ ３号機の炉心・格納容器の状況推定図
※未確認・未解明事項の調査・検討結果報告（第６回）（東京電力）より

原子炉圧力容器下部
に設置の保温材

CRDハウジングから原子炉圧力容器を撮影
（規制庁撮影（2025年10月23日））

CRDハウジングから下部から撮影
（規制庁撮影（2025年10月23日））

HCU系統配管

吊り棒

CRDハウジング

CRDハウジング下部を撮影
（規制庁撮影（2025年10月23日））

図２ 圧力容器底部拡大図
※燃料デブリサンプル（１回目）の分析結果について（2025/7/31）（JAEA）

原子力規制庁が一部加工
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３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（４／１０）

HCU

CRD

原子炉格納容器

N2H2O

N2

スクラム排出ヘッダ

充填水ヘッダ

冷却水ヘッダ

排出ヘッダ

駆動水ヘッダ

HCU

アキュームータ

窒素容器

CRD配管（原子炉格納容器からペデスタルへ）

②５号機における調査状況（３号機と同型プラント）（２／２）

１０１

１０２

１０４

１２６

１２７

１１３

１１２

１０５

１０３

１２２

１２３

１２１

１２０

規制庁撮影（10月23日） 規制庁撮影（10月23日）
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３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（５／１０）

③東京電力が実施した線量測定結果等からの考察（１／５）

CRD（HCU）ローケーション

南側ユニット 北側ユニット

※左図は、第４９回１F事故分析検討会
資料５より引用
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３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（６／１０）

③東京電力が実施した線量測定結果等からの考察（２／５）

●東京電力が実施した線量測定結果に基づき、CRD箇所との比較を実施（高さ０．２ｍ）

右の「参考４. 線量測定結果（高さ0.2m）」を濃度別に色付けした炉心マップ

第４９回１F事故分析検討会 資料５より引用

CRD（HCU）ローケーション

上図のうち、高線量の
傾向にある箇所を赤色
ハッチングしたもの

北側ユニット南側ユニット
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③東京電力が実施した線量測定結果等からの考察（３／５）

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（７／１０）

●東京電力が実施した線量測定結果に基づき、CRD箇所との比較を実施（高さ１．５ｍ）

CRD（HCU）ローケーション

北側ユニット南側ユニット

上図のうち、高線量の
傾向にある箇所を赤色
ハッチングしたもの

右の「参考５. 線量測定結果（高さ１.５ｍ）」を濃度別に色付けした炉心マップ

第４９回１F事故分析検討会 資料５より引用



42

③東京電力が実施した線量測定結果等からの考察（４／５）

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（８／１０）

●東京電力が実施した圧力計確認結果に基づき、CRD箇所と比較を実施
スクラム時は、アキュームレータ内圧が原子炉圧と同じ圧力に
なることからピストンは、アキュームレータ上部まで到達せず、
途中位置で維持される。
原子炉圧が低下しても、窒素充填分の残圧（４MPa)が残る

現状は、ほとんどの残圧が、０～１MPa又は０以下であるため
残存する窒素は、非常に少ないもしくは、無い事が推定される。
ピストンが、下まで降りている可能性が大

第４９回１F事故分析検討会 資料５より引用

上図を踏まえ
残圧が＜0MPa以下
の箇所について、青
色ハッチングを実施

CRD（HCU）ローケーション

外周面が比較的
＜0MPa以下が多く
確認される北側ユニット南側ユニット

右の「参考６. 圧力計確認結果」を濃度別に色付けした炉心マップ



43

③東京電力が実施した線量測定結果等からの考察（５／５）

南側ユニット

北側ユニット

CRD（HCU）配管

１４～１６ページの考察から、比較的南東側及び北東側のCRD（HCU）
系統配管に損傷等の可能性が推察されるものの高線量の原因や、
系統の内包水の有無を含めた確認が必要ではないか。
（左図では、例として、１４ページで示した考察結果を示す）

なお、下図は、東京電力が実施したR/B１階雰囲気線量の測定結果
を示す。
（※１F事故分析検討会（第49回）資料５より）

３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（９／１０）

規制庁撮影（10月23日）

規制庁撮影
（10月23日）
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３．３号機制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（HCU）に係る調査状況（１０／１０）

④３号機における調査状況（２０２５/１１/２８実施）

14-39 アキュムレータ
高さ１ｍ 22 mSv/h、床 30 mSv/h
06-43 アキュムレータ
高さ１ｍ 24 mSv/h
02-27 アキュムレータ
高さ１ｍ 22 mSv/h

測定結果については、東京電力の測定結果と差異はないもの
の、バックグランドと値が同等であったため、HCUが線源と

なっているかの判断は、今回実施した電離箱による測定では
難しいと判断

規制庁撮影（2025年11月28日）

規制庁撮影（2025年11月28日）
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４． 現在の調査までの考察及び今後の方針

１）１０ページで示した炉心損傷以降の系統において、スクラム後、SBOによりCRDポンプから充填水ヘッダを通して水が
補給されていないため、HCU系統内の充填水が枯渇した可能性がある。

２）東京電力が実施したサンプリングにおいても、採取された内包水は少量であった（約10～50mL）

３）HCU配管の高さ関係（１０ページ）からPCV内の放射性物質を含んだ水が、HCU系統に移行するためには、何らかの
圧力（シリンダーが下降することによる負圧等）等による条件が必要。

４）HCU配管が損傷する想定としては、炉心損傷により発生したデブリ等により、CRDハウジングの溶接部が損傷⇒ サポートブロック等の支持金具の損傷 ⇒ HCU配管の損傷が考えられる（１１ページ）

５）東京電力が実施した線量測定結果を基に、CRDのロケーションと比較考察を行った結果としては、14ページ及び１５
ページとなる。ただし、バックグランドの影響等もあることから、更なる調査が必要。

HCUユニットの線量測定方法を検討し、バックグランドに影響を受けない状態での線量測定等を検討する。

また、バックグランドの線量が高くなっている原因（床やHCU上部）についても調査、検討を行う。

なお、東京電力において、HCU系統内の残水の有無、その他のサンプリング等が実施される場合は、確認が
必要。


